[image: ]２学年第６時「境界って何？」支援プラン　境界設定
【エクササイズ（ＥＸ）＆準備物】
　　ウォーミングアップ『電車でＧＯ！』　：ワークシート（全員）、ワークシート拡大版
[bookmark: _GoBack]　　メインＥＸ『私とあなたの距離は？ 』 ：紙のメジャー（各班）

【ねらい】
　「境界」という概念を知り、境界の中で、「空間の境界」について調べる活動を通し、人によって、また場面によって心地良い距離感は違うことに気づく。

【概要】
　駅に着いた電車に乗り込んだ時、あなたはどの席に座りますか。人によっていろいろな考え方やとらえ方があることに気づくことができる。仲間の新しい一面が見つけられるかもしれない。人には自分と相手との間に居心地の良い距離と、これ以上近づかれると居心地が悪くなる距離がある。それは相手や場面によって違うが、その距離をグループで測ってみることで、自分との相手との境界線があることを知り、その距離感について学んでいく。

【流れ】
	
	活動の流れ
	留意点・教具等

	
 ウォーミングアップ









	　『電車でＧＯ！』
 ①シチュエーション
　一畑電車に乗って、友だちとの待ち合わせ場所に向かおうとしているあなた。駅のホームで電車を待っています。電車に乗る時、あなたはどの場所に座りますか？
 ②ワークシート（電車の座席図）を配布する。
 ③自分の座りたい場所に色を塗る。
 ④班の中で交流する。
 ⑤全体で交流する。
   ＊ワークシートはＨＰからダウンロードできます。
	
○一畑電車に乗った経験がないという子どもについては、状況の補足説明をする。
○理由も発表する。
○黒板に拡大判を掲示する。
○「立つ」もある。


	
 エクササイズ















	
　　『私とあなたの距離は？』
　自分が話をするときの距離感を調べる。どのくらいの距離でしゃべるのが適切なのかを感じてみる。
 ①モデリング
　　教室の前で、代表生徒と教師が離れて向き合う。少しずつ教員が近づいていく。接近の限界と生徒が感じた時点で「ストップ」と言ってもらう。足下に敷いたメジャーで距離を確認する。

 ②３人一組（同性）になる。

 ③２人が向き合う。(目を見る)片方の生徒が離れたところから少しずつ近づき、接近の限界と感じた場所、心地よいと感じる場所、をそれぞれ記録する。(つま先間で計測)

	



○代表生徒と教員は同性でモデリングする。

○測った距離が「不快に感じる」距離である。「適切な距離」（心地よい距離）も測る。
○同姓の三人組をつくるので、班の枠組みをくずして人数調整が必要である。


	
	活動の流れ
	留意点・教具等

	
 エクササイズ








	
 ④３人で順番に役割を交代して、それぞれの距離を調べる。

 ⑤自分の結果をワークシートに書く。
　自分が心地よいと感じた距離より近くに来られたり、離れすぎた時にどんなことを感じたかも記入。

 ⑥全体で交流する。

	
○遠くから徐々に顔のすぐ近くまで近づいていく。

○周りの人の結果に影響されず、自分で感じた場所を記録する。



	 ふりかえり・シェアリング








	
 ①グループで気づきを交流する。
 　＊『電車でＧＯ』で感じたこと。
　 ＊『私とあなたの距離は？』で感じたこと。

 ②ふりかえり用紙に記入する。


	フィードバックの視点
・人それぞれに、「不快な距離」「適切な距離（心地よい距離」があることを子どもたちのワークシートやワークショップの結果から返していく。



 〔参考文献〕 ＡＳＫ選書（09）　『自分の「境界」がわかりますか？』
                                                      アスク・ヒューマン・ケア
【ポイント】
　居心地が悪い距離と居心地が良い距離とを実際に測ってみることで、ここにその距離に微妙な違いがあることに気がつく。距離感の違いから実生活でトラブルに発展するケースも多い。これからの距離の取り方につなげていくことができる。グループは異性で行うと抵抗感がある生徒がいるので同性どうしで行う。また、境界設定という課題は大人の課題でもあるので、教員どうしで話し合ってみることも大切である。

	 子どもの気づき

	・周りに人がいると、トラブルなどが起こりやすいけど、人がいないとトラブルが起きにくいから遠い席を選んだ人もいた。
・距離の取り方は人によって違っていた。仲のいい友達は近くても大丈夫。
・自分の感覚だけが全てじゃないから周りに気を使わないといけないと思いました。
・知らない間に距離を考えているんだなと思った。
・相手との距離は、気持ちを伝え合うことができるものだし、会話がいかに弾むかは全て距離が関係していると思った。



	 教員からのコメント

	・子どもにとっては今まで考えたこともなかった｢人との距離｣が、人によってこんなにも違うんだって衝撃を受けていました。自分の考え方が全てと思い込んでいた生徒には、「居心地の良い距離は人によって違う」という新しい発見として今日の授業を受け止めることができました。また、この境界設定という課題に取り組む時に「参考文献」を読んでいると、教員間で話が盛り上がり、人生相談っぽく話し込んでしまっている教員もいました。


＊道徳の内容項目との関連：　2-(3) 信頼友情　　　2-(5)　寛容・謙虚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （担当：川上　淳一）
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